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6 ）真田久・椿本昇三・高木英樹「嘉納治五郎主導による水術の再編に関する研究」『体育




































 1975 年に出版された白山源三郎の『図説日本泳法－12 流派の秘法－』は、日本泳法 12
流派の歴史と各流派の代表的な泳法が写真と共に解説されている。写真を使用して泳法の
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論文及び鄭人豪(2008)：日治時期台湾游泳運動之萌芽、運動文化研究、pp.53-90 の 2 件で
ある。2件の論文はいずれも、1933 年に台湾体育協会設立十周年を記念して発刊された『台
湾体育史』や『台湾日日新報』他の新聞や雑誌を用いながら、1895 年から 1945 年に至る
までの台湾水泳史についてまとめたものである。鄭はその中で、1906 年以前を台湾におけ
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記流各階級免状及び目録」・初等科免状（1956 年 8月 15 日）、・高等科免状（1957 年 8月










 本研究は、序章、1 章、2 章、3 章、4 章、結章の 6 章構成である。本文の 1～4 章の概要
は次の通りである。 










本章では、近代以降に起こった日本泳法 13 流派の 1 つ、水府流太田派の発祥と展開、その
泳法の特徴と、東京高等師範学校を例に、近代教育制度に導入された日本泳法について述
べる。 
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 平安時代には、源平戦におよぎが用いられた。源平戦は、1182 年から 1188 年にかけて
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流祖村岡伊太夫から第 1 代師範小堀長順、第 2 代師範池辺弥八郎、第 3 代師範山東彦右衛
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14 ）白山源三郎『図説日本泳法―12 流派の秘法―』日貿出版：東京、p.143、1975 年 5
月 25 日発行 
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22 ）小堀長順著『水練早合点』、前掲書 11）p.227 





第 1 代師範を小堀長順とした。小堀流の歴代師範は表 1 のとおりである。 
 
表 1 小堀流踏水術歴代師範と略歴 
師範 名前 主な出来事 出典 
流祖 村岡伊太夫政文 開祖。1700 年頃、上士の指導に当た






第 1 代師範 小堀長順常春 『踏水訣』『水馬千金編』『水練早合点』
を著す。一説では小堀流流祖とも称さ
れる程に、小堀流の成立に貢献。正徳
4 年（1714 年）より明和 8 年（1771





第 2 代師範 池部彌八郎春近 明和 6 年（1769 年）より安永 6 年
（1777 年）までの 11 年間師範役。




第 3 代師範 山東彦右衛門清秀 安永 8 年（1779 年）以後 53 年間師




第 4 代師範 能勢熊之允政良 天保 2 年より天保 9 年迄師範役。弘




第 5 代師範 小堀清左衛門闊芳 水翁と称す。天保 2 年より師範役。




第 6 代師範 猿木宗那 明治 9 年より師範となる。『小堀流踏
水術游泳教範』を著す。大正元年 10






                                                  




第 7 代師範 小堀平七（闊長） 大正元年より師範となる。明治 24 年
（1891 年）より、学習院御用掛とし
て、皇族・華族の子弟の游泳指導にあ







第 8 代師範 城 義核（和美） 昭和 9 年 4 月、師範を継承する。明
治 30 年、大日本武徳会本部から招聘
され、京都で游泳部教授、教頭となっ






第 9 代師範 廣吉 寅雄 昭和 24 年 4月、城義核より師範を継





















さらに、明治 9（1876）年 1月 7 日に亡くなった第 5 代師範小堀清左衛門の墓碑（熊本養
徳寺）には、「游泳師範小堀水翁」と刻まれており、まだこの時代には小堀流という名は使
われていなかったとも述べられている26)。 
 初めて書物に「小堀流」という名称が使用されたのは、明治 34（1901）年 6月に発行さ
                                                  



































                                                  
27 ）日本水上競技聯盟編『日本水泳史料集成』日本水上競技聯盟出版、1937 年には、安
政 3 年(1856 年)に第 5 代師範小堀水翁と小堀平九郎が著した『小堀流游泳術之伝』が収録
されているが、これは、伝書が一つにまとめられた際につけられた名称であり、当時から
この名が使用されていたわけではない。 
28 ）瀬尾謙一、前掲書 17）、pp.32-33 
29 ）同上書、p.31 














































                                                  
32 ）白山源三郎、前掲書 14）、p.143 










之傳の引用とその現代文を表 2 に示した。尚、写真は『図説日本泳法―12 流派の秘法―』よ
り転載した。  
 








































                                                  
35 ）小堀長順著『水練早合点』、前掲書 11）、p.212 




















































































































































































































































































































                                                  










































                                                  




















































































する説、1824 年とする説の 3 つの説が存在している。 





















1840 年（天保 11 年）に死没、その後、稲川清記の息子である稲川直記がその業を継いで
山内流の師範役となった。この稲川清記から稲川直記を師範とした天保年間、山内流はま
すます栄え、藩士の子弟でその門下生とならない者はほとんどいなかったと『山内流』は





教育委員会、p.2、1997 年 3月 22 日発行 
59 ）可児雄一郎、前掲書 54）、p.8 
60 ）同上書 
















































































在の形態に近い形となった64)。1923 年(大正 12 年)、練習場は山内流臼杵游泳所とされ、さ
らに臼杵山内流游泳所と呼び名が改められた。 
 1900（明治 33）年、稲葉鍉次郎氏ほか有志 20名が臼杵游泳クラブ会を設立した。また、
県立臼杵中学校（現在の臼杵高等学校）では、毎年山内流の免許取得者を招聘して水泳指
導を行い、県下で初めて 1903（明治 36）年 9月に水泳競技大会を開いた65)。このように、
山内流は、1900 年に至って再び勢いを取り戻し、大分県水泳競技に大きな影響を及ぼしな
がら、臼杵の町の代表水術として定着してきたのである。 
 その後、山内流は 1921（大正 10）年に古来の泳法に加え、クロール、バック、ブレスト、
飛び込みの近代泳法を練習に取り入れ、ますます県下に普及していった。1924（大正 13）
年には、県下初の第 1回東九州水上競技会を臼杵駅前鉄道用地内仮設プールで開き、山内
流が近代泳法普及に大きな役割を果たしたことが後の平成 7 年 1月の読売新聞に「ルーツ
は山内流」という見出しで紹介されている66)。 





流は日本泳法 12 流派の 1 流派として認定されるに至ったのである。 
 山内流の主な活動について、年表に示した（表 4 参照）。 
 
表 4 山内流年表「山内流の主な活動と出来事」 







1840 年 3月 二代目稲川清記 56歳で没。 第 46 回日本泳法研究
会資料『山内流』p.3 
1872 年 三代目を継承した稲川直記が臼杵を転出したことによ 可児雄一郎『山内流』、
                                                  
64 ）可児雄一郎、前掲書 54）、p.10 
65 ）同上書、p.11 





1873 年 稲川直記 60歳没 第 46 回日本泳法研究
会資料『山内流』p.4 




1921 年 近代泳法を山内流に取り入れる。 第 46 回日本泳法研究
会資料『山内流』p.28 
1923 年 山内流臼杵游泳所から山内流游泳所に改名。 可児雄一郎『山内流』、
p.10 
1924 年 県下初の第 1回東九州水上競技大会開催。 可児雄一郎『山内流』、
p.12 
1929 年 山内流綱領制定。 可児雄一郎『山内流』、
p.12 







明治神宮鎮座 10 年祭の日本武道型奉納大会に参加。 
第 46 回日本泳法研究
会 資 料『山 内 流』
pp.28-29、可児雄一郎
『山内流』、p.13 







会 資 料『山 内 流』
p.29、可児雄一郎『山
内流』、p.13 
1932 年 1月 山内流綱領一部改正 可児雄一郎『山内流』、
p.13 
1932 年 第一回東九州水上競技大会開催(山内流主催) 第 46 回日本泳法研究
会資料『山内流』p.29 
















会 資 料『山 内 流』
p.30、可児雄一郎『山
内流』、p.13 




1937 年 中津浦～水ヶ浦間の往復遠泳(6000M)を実施。 可児雄一郎『山内流』、
p.14 
1938 年 殿ヶ礁片道遠泳(4300M)を実施。 可児雄一郎『山内流』、
p.14 
1940 年 稲川清記 100 年祭実施。 第 46 回日本泳法研究
会 資 料『山 内 流』
pp.30-31、可児雄一郎
『山内流』、p.14 
1942 年 殿ヶ礁遠泳(8600M)を実施。 第 46 回日本泳法研究
会資料『山内流』p.31 
1943～44 年 国民皆水泳の影響もあり、生徒数が 678名に達する。 第 46 回日本泳法研究
会資料『山内流』p.31 
1944～46 年 戦争のため閉鎖。 可児雄一郎『山内流』、
p.14 
1947 年 山内流游泳所を再開。 可児雄一郎『山内流』、
p.14 
1950 年 日本泳法連盟より 12 流派の一つと公認される。 第 46 回日本泳法研究
会資料『山内流』p.25 
1951 年 日本水泳連盟主催「泳法研究会」開催。 第 46 回日本泳法研究
会資料『山内流』p.33 







1954 年 「山内流歌」制定。 第 46 回日本泳法研究
会資料『山内流』p.33 



















会 資 料『山 内 流』
p.37、可児雄一郎『山
内流』、p.15 










1964 年 10月 オリンピック東京大会記念日本泳法演示会に参加。 第 46 回日本泳法研究
会資料『山内流』p.38 




1967 年 佐志部に山内流分教場設置。 可児雄一郎『山内流』、
p.16 
1971 年 練習場が「日見海岸」から「鯉来の浜」へ移転。 可児雄一郎『山内流』、
p.16 




1986 年 寒中水泳復活。現在まで続けられている。 第 46 回日本泳法研究
会資料『山内流』p.41 













流の基本泳法と理念を考察することとする（資料 1 参照）。 
 
 
                                                  
68 ）臼杵市文化財専門委員菊田徹「臼杵の文化財〔二八〕県指定無形文化財山内流泳法」
『東京臼杵人会だより』秋号（第 46号）第 4面、2010 年 10月 27 日発行 
69 ）可児雄一郎、前掲書 54）、p.22 
34 
 
資料 1 山内勝重流水術聞書「初段之巻」 








































































                                                  
70 ）第 46回日本泳法研究会資料『山内流』、前掲書 58）、p.28 
36 
 












平体 横体 立体 斜横体 
示表…平泳 横泳 立泳 斜泳 
体形…抜泳（平体 横体） 
足動作 ばた足 敲足 扇足（第一法 第二法） 継足 小継足 踏足 
捲足 蛙足 
手動作 押手 掻手 手繰手 両輪掻 抜手（小抜手 諸抜手 片抜手 
互抜手） 








面被泳 犬掻泳 背泳 胸泳 扇平泳 平掻泳 手繰平泳 蛙
平泳 










 横泳略体（横泳一段略体） 横泳一段 横泳二段 横泳三段 諸
手横泳 手繰横泳 
抜手 片抜手横泳一段 片抜手手繰横泳 片抜手横泳二段 






潜行準備 息合法 動作法（手足動作） 息合と動作との関係 
潜入法（第一法…直下 第二法…斜行） 
潜出法（潜入法と同じ様に二法） 
平泳 水中ばた足泳 水中扇平泳 水中手繰平泳 水底蹴伸 





立体（立浮） 静止水泳（押手） 動航水泳 縦行動作―掻手 両輪掻 
              横行動作―掻手 手繰手 
平体（伏浮・背浮） 静止水泳（押手） 動航水泳（掻手 両輪掻） 
休体法浮身法 背浮 伏浮 立浮 横浮 
沈身法 沈身（立横俯仰座） 
跳込法 陣笠跳（平跳） 岩跳（直下直跳） 順下 逆跳（逆下） 翡
翠跳 擦込 達磨跳 伸逆跳 十字逆跳 燕形跳 宙返 逆立







携帯游泳法 片手竿（旗）持泳 巻込法 竿立法 竿倒法 竿振法 水書 弓
術 砲術 水中宴会 
 衣服脱着 抜手雁行 手搦泳 足搦泳 手足搦泳 前鴨 後鴨 








 水中競走 水掛競走 面被競走 面被泳競走 月輪競走 宝探
し 旗取競走 障害物競走 リレー旗送り 鮫鬼 河童退治 
人面製造競走 西瓜取り 筏相撲  
37 
 
競泳 自由形 平泳 背泳 バタフライ 継泳 混合継泳 
式泳 水神祭 御覧前（御前泳） 令旗振方 陣太鼓打方 陣法螺貝
吹方 渡海列順序 
波涛法      甲…陸より沖に出る法       
波涛法  乙…立波       
     丙…平波連の受 
第一法 
着陸           手より 
第二法…岩石 




流勢変動の種類（早瀬 淵突込潮 迫水 出潮 渦巻 河口変
化） 
第一法…小抜手  第二法…達磨姿勢 





自己救護法 水中墜落の場合 游泳中水褌の解けた場合 難船の場合 
救助を求むる場合 救助者の意志に従う事 樽及び板子使用法 
水中突発する病症に対する自己療法 耐寒法 鱶の防禦法 
他人救護法 物品による救護法 救助船使用法 救助者溺者に近寄る法 
片腕持救助法 後方より片腕持救助法 肩貸救助法 
後方よりあご持救助法 器具（道具）使用法 
溺死者に対する手当 人口呼吸法 
其の他 臼杵山内流游泳所歴史 諸流の由来、特質一般 
水泳教師の資格 教授法 
 可児雄一郎著『山内流』pp.45-48 より転載 
 
 以上が、現在山内流で練習されている泳法である。游泳術一覧の中でも、特に代表的な
山内流の基本泳法を写真と共に表 6 に示した。 
 
表 6 山内流の泳法 























































































































































































































































文保 2 年(1318 年)、父黒田宗満の命を受けた黒田頼満は島津家犬追物執事役と
して、近江より薩摩に下向した。この頼満が薩摩黒田家の初代である。その後、
頼重（5 代）から頼広（6 代）、頼季（7 代）を経て頼宗（8 代）まで、特に水芸
を練り、頼宗は明応 2（1493）年水迫仙法『捨の業』を成就した。頼宗と二子





                                                  
71 ）石川芳雄、前掲書 5）、p.227 
72 ）中森一郎・岩下聆『神統流の復興・伝承過程に関する一考察―故黒田清光第十六代宗
家に関わる郷土新聞記事を中心として―』日本体育学会大会号 43A、p.127、1992 年 10月
31 日 
73 ）『日本泳法大会 50 年史』、前掲書 10）、p.5 
74 ）神統流 18 代宗家黒田清定『神統流』神統流研究会、p.13、2000 年 3月 18 日発行 

















明応 5 年（1496）兄の頼房が「抜の業」を成就、明応 7 年（1498）には弟の頼
定が「差の業」を成就し、ここに「水迫仙法業参品」が完成された。…（略）4

















                                                  
76 ）『日本泳法大会 50 年史』、前掲書 10）、p.5 
77 ）白山源三郎、前掲書 14）、p.165 









 神統流が日本泳法 12 流派として認められ、伝承、保存が続けられてきた背景には、第 16
代宗家の黒田清光の働きがある。前項で述べたように、1520 年代頃に一流として確立した
とされる神統流は、第 13 代清政の代まで途絶えることなく伝承されてきた。しかし、第 14
代、第 15 代の頃に、一度途絶えたとされている79)。18 代宗家黒田清定著『神統流』には第












 黒田清光は、明治 28（1895）年 6月 10 日鹿児島市西田町に生を受けた。明治 40 年頃か
ら大正 7 年の間、東京で本格的に神統流をはじめとして水府流、水府流太田派、神伝流、
向井流、小堀流、観海流、野島流等の他流派を学んだとされる83)。大正 9 年に東京農大を
卒業後、大正 12 年に東京大震災に被災、翌 13 年に鹿児島へ戻り、正則游泳協会を設立し
た。正則游泳協会は、昭和 8 年に系統游泳協会と改名された。昭和初期のこの頃、学童水
泳運動の盛んな時期であり、系統游泳協会は、学童水泳に重点をおいて、昭和 4 年から昭
和 17 年に至るまで、毎年 7月から 8月の期間中、吉野町磯天神下にて講習会を開いていた
84)。このとき使用された指導書は、昭和 5 年に黒田清光自身が編纂した『系統游泳教程』
                                                  
79 ）白山源三郎、前掲書 14）、p.165、前掲書 63）、前掲書 65）、p.4、 














 昭和 4 年に開始された神統流の講習会は、戦争が激しくなるにつれて受講生も少なくな






えた。この後、第 17 代宗家を清光の長男黒田清博が継承し、平成 4 年に、神統流の再興を
目的に、神統流保存会が設立された89)。平成 5 年に清博が死去した後、平成 9 年、黒田清
定が第 18 代宗家を継ぎ、神統流研究会を発足した。平成 20（2008）年 2月清定の死去に













                                                  





90 ）石川芳雄、前掲書 5）、p.230、1960 年 7月 
91 ）「神統流水迫仙法」に第 16 代宗家黒田清光が解釈を加え、現代泳法としてまとめたも
45 
 
記述がみられる（資料 2 参照）。 
 







































































  張紙、早手ハ抜業ノ奇ニシテ別名ナリ、 































                                                                                                                                                  
の。 




 籠ヲ求メ   初発位ヲ二ツ懸二ノ位トイフ 
一、堅目
カ タ マ
  籠ヲ作リ 
      籠ヲ移ル   向乗位ヲ二ツ懸一ノ位トイフ 
二ツ懸二ノ位トハ弓ヲ採リ矢ヲ採ッテ交ヘル位也（水身別位）ノコト 




  示ヲ聞キ   乗中ノ乗位ヲ一ツ懸二ノ位トイフ 
      示ヲ行ス 




  示ヲ絶シ    乗中ノ乗々位ヲ一ツ懸一ノ位トイフ 
      示ニ空ズル 






   方（説明ノ題）水這浮、水這入、潜行   流押、波押    張紙早手 
器 
   型（説明ノ式）面被、 長被、 歩被   左手押左右手押  左右手抜 
   法（入神ノ境）捨テ           差シ       抜キ 
示 
   形（入神ノ寶）上潜、中潜、底潜     差シ       抜 
   姿（本来ノ面目）天水 
道 





































  平目（ヒラメ＝平体） 
  斜目（ナナメ＝斜体） 
  立目（タチメ＝立体） 
  自在目（ジザイメ＝状況に応じた姿勢） 
 股捌き（マタサバキ） 
  太刀目股（タチメマタ＝扇足） 
  下鞍目股（シモクラメマタ＝蛙足） 
  交互太刀目股（コウゴタチメマタ＝交互扇足） 
                                                  








































































































































































































































































































































































































































第二項  四国・中国地方の日本泳法 
1． 神伝流・主馬神伝流 
















                                                  




































                                                  
100 ）日本水上競技聯盟編『日本水泳史料集成』日本水上競技聯盟出版、1937 年内収録、
pp.512-513、『神傅流游術之大略』（作者・年代不明） 
101 ）『日本武道全集第 4巻－砲術・水術・忍術－』、前掲書 99） 
102 ）山崎忠志「神伝流の史的考察」岡山大学教育学部研究集録第 55号、pp.141-148、1980
年 
103 ）『日本武道全集第 4巻－砲術・水術・忍術－』前掲書 99）、p.254 
104 ）白山源三郎、前掲書 14）、p.189 
105 ）加藤主馬光尚『教悟』、前掲書 98）、p.412 





統治とする。第 2 代は、貴田孫兵衛統治に就いて水練を修めた加藤主馬光尚が継承した。 
 
(2) 神伝流・主馬神伝流の展開 


















れた主馬神伝流は、正直より更に簑島太兵衛正札（第 5 代）、簑島彦之丞宜睦（第 6 代）、






                                                  
107 ）『日本武道全集第 4巻－砲術・水術・忍術－』、前掲書 99）、p.253 
108 ）白山源三郎、前掲書 14）、p.189 
109 ）石川芳雄、前掲書 5）、pp.183-184 
110 ）同上書、p.185、 
111 ）同上書、『日本武道全集第 4巻－砲術・水術・忍術－』、前掲書 98）、p.254、白山源
三郎、前掲書 14）、p.189 
































                                                  
113 ）石川芳雄、前掲書 5）、p.185 
114 ）影浦雅桃『伊予精義』名著出版、1933 年 
115 ）石川芳雄、前掲書 5）、p.185、『日本武道全集第 4巻－砲術・水術・忍術－』、前掲
書 98）、p.254-255 
116 ）石川芳雄、前掲書 5）、p.186 
117 ）山崎忠志、前掲書 102） 
118 ）同上書 
119 ）白山源三郎、前掲書 14）、p.189、山崎忠志、前掲書 102） 










 1817 年、徳川家斎将軍の第 15 子斎民公が、津山 7 代藩主松平斎孝の養子として迎えら
























                                                  
121 ）同上書、白山源三郎、前掲書 14）、p.189 
122 ）白山源三郎、前掲書 14）、p.189 
123 ）山崎忠志、前掲書 102） 











主馬神伝流の階級と階級別に習得すべき泳法が示されている。（表 8 参照） 
 
表 8 主馬神伝流の階級別泳法125) 
階級 泳者のレベル 泳法 
第一級白組 泳ぎ得ざる者  





















                                                  




 次に、各泳法の泳ぎ方についてみてみよう。まず、第三級黄組の泳法について表 9 に示
した。 
 
表 9 主馬神伝流の泳法【第三級黄組】 
































































































































 次に、表 10 に第四級（初段）青組の泳法を示した。 
 
表 10 主馬神伝流泳法【第四級（初段）青組】 







































































 次に、第五級（中段）黒組の泳法を表 11 に示した。 
 
表 11 主馬神伝流泳法【第五級（中段）黒組】 












































 次に、游泳遊技を表 12 に示した。 
 
表 12 主馬神伝流【游泳遊技】 
泳法 およぎ方 出典 
西瓜取 西瓜を取り合ふ、大に興味もあるし、足も達者にな
るし、呼吸も強くなる、好い游技です 







































 つまり、神伝流の泳法は、水上・水中・水底をそれぞれ草・行・真の 3 体でおよぎ分け
ているといえる。表 13 に、神伝流の代表的な泳法を示した。 
 
表 13 神伝流泳法 


















































                                                  
















































































































































































































                                                  
128 ）水任流保存会『第 59回日本泳法研究会資料水任流』水任流保存会：高松市、p.7、
2010 年 3月 20 日 
129 ）『日本武道全集第 4巻－砲術・水術・忍術－』、前掲書 99)、p.257 
130 ）『第 59回日本泳法研究会資料水任流』、前掲書 128)、p.6 































とされている137)。では、2 代目の游泳教師は誰であろうか。『第 59 回日本泳法研究会資料
                                                  
132 ）『第 59回日本泳法研究会資料水任流』、前掲書 128)、p.13 
133 ）白山源三郎、前掲書 14） p.126 
134 ）同上書、p.126 
135 ）『日本泳法大会 50 年史』、前掲書 10）、p.7 
136 ）現水任流保存会顧問である今泉英明氏が、故小西道弘前幹事長編纂の『語部第 24号』
（平成 7 年発行）に寄稿した「今泉家系図概略」より。参考：『第 59回日本泳法研究会資
料水任流』、前掲書 128）、p.8 





心游泳録』を 1716 年に著した蘆澤辨内が、年代的にも 2 代目の游泳教師を担っていた可能
性が高いと述べられている138)。 
 そして、第 3 代目を継承したのは、今泉八郎左衛門盛増であった。盛増は、1720 年頃、
深川徳川様水泳所に於いて、が「傅書十二ヶ条」の目録を受けており、游泳教師を担って
いたと思われる139)。盛増は、1745 年に没している。盛増の跡を継いで第 4 代を担った人物
についても、文献や伝承に名前が残されておらず、これについて『第 59回日本泳法研究会
資料水任流』には、次のように述べられている。 


















て水任流の水練を実施していたが、1913 年（大正 2 年）に至り、星野平次郎は実弟の高橋
                                                  




142 ）今泉家第 6 代今泉官兵衛三次は、星野家の家督を相続し、星野官兵衛三次を名乗っ
た。参考：同上書、p.12、2010 年 3月 20 日 
143 ）白山源三郎、前掲書 14）、p.126、『第 59回日本泳法研究会資料水任流』、前掲書 128）、





場の 2 箇所で展開されるようになり、第 9 代師範を継承した高橋五郎を中心に水練が続け
られた。第 10 代を継承したのは、1925 年に高橋五郎から師範を譲られた絹漉清であった。
絹漉清は高橋五郎の跡を継ぎ、堀留と大的場の 2 箇所において、太平洋戦争が重大な局面
を迎える直前の 1943 年に至るまで水練が続けられた145)。 
 1946 年、日本水泳連盟と香川県水泳協会が発足し、水任流は両団体に加盟した。その後、
日本泳法大会等にも積極的に参加し、1979 年には高松市無形文化財に指定されるに至った。
尚、師範の継承についてであるが、1941 年第 10 代絹漉清が勇退したことに伴い合議制と












「八太夫（盛行）ノ奉呈シタル十二ヶ条」寛永 20 年（1643）148) 
１．始教泛身ノ事 
２．大ノ字ノ事 
３．俯向ケ泳キノ事 但 目漬ケ 
          目揚ケ 
４．熨斗泳ノ事   但 左熨斗泳 
            右熨斗泳 
            両熨斗泳 
５．水入リノ事   但 ヘラク水入 
            踏違水入 
            一足踏水入 
６．棒抜手泳キノ事 
                                                  
144 ）『第 59回日本泳法研究会資料水任流』、前掲書 128）、p.23 








９．逆入リノ事   但 直走逆入 
１０．ノメリノ事  但 直ノメリ 





























３．仰向ケ泳キノ事  但 目漬ケ 
                                                  




           顔揚ケ 
４．熨斗泳キノ事   但 左熨斗 
             右熨斗 
             両熨斗 
５．水入リノ事    但 ベラク水入 
             踏違水入 




９．飛入リノ事    但 直走飛入 




















「水府流水任術三十箇條」大正 2 年（1913）152) 
１．大ノ字 
２．目漬游 
                                                  











































泳法種目一覧表＝水任流＝（日本水泳連盟）昭和 60 年（1985）154) 
水上泳法 
 平体 
  目浸泳   （めつけおよぎ） 
  顔揚泳   （かおあげおよぎ） 
  雷泳    （かみなりおよぎ） 
  両熨斗泳  （りょうのしおよぎ） 
  早抜手泳  （はやぬきておよぎ） 
  遅抜手泳  （おそぬきておよぎ） 
 横体 
  片熨斗泳  （かたのしおよぎ） 
 立体 
  棒抜手游  （ぼうぬきておよぎ） 
  平游    （ひらおよぎ） 
  肱抜手游  （ひじぬきておよぎ） 
 その他 
  大の字   （だいのじ） 
  仰向游   （あおむけおよぎ） 
水中（潜水）泳法 
  ベラク入水 （べらくすいり） 
  一足踏水入り（いっそくふみすいり） 
  踏違水入  （ふみちがいすいり） 
飛び込み（櫓技） 
  逆頭    （さかつ）［立ち・走り］ 
  滑入    （のめり）［立ち・走り］ 
  跳込    （とびこみ）［立ち・走り］ 
その他・組み泳ぎなど 
  水書    （すいしょ） 
  瓜剥    （うりむき） 
  酒酌飲   （さけつぎのみ） 
  呑仕合   （のましあい） 
  配膳    （はいぜん） 
  早抜手雁行 （はやぬきてがんこう） 
  遅抜手雁行 （おそぬきてがんこう） 
                                                                                                                                                  
年 











































































































































































































































第三項  関西地方の日本泳法 
 
 関西地方を発祥地とし、関西地方で発達した日本泳法は小池流・能島流・岩倉流・観海
流の 4 流である。この中でも、能島流は日本泳法 13 流派中 1.2位を競う古い歴史を有する
流派であり、小池流はこの能島流と元々同流であったといわれる。この 2 流と、泳法・由
緒ともに別にしている岩倉流の 3 流は、紀州藩で発祥し、その泳法を発達させたため、3 流
を総称して紀州 3 派と呼ばれている162)。 

























                                                  
162 ）石川芳雄、前掲書 5）、p.128 
163 ）松波治郎『水軍の伝統』彰文館：東京、p.126、1944 年 
164 ）加藤摩訶蛙『オヨギ三昧』白馬書房：名古屋、p.27、1942 年 5月 25 日発行 
165 ）『日本泳法大会 50 年史』、前掲書 10）、p.8、2006 年 3月 30 日発行 































                                                  
167 ）白山源三郎、前掲書 14）、p.143、前掲書 97)、pp.110-111 




170 ）小池純之助『由緒書』藩庁提出資料、1863 年、石川芳雄、前掲書 5）収録 
171 ）能島流については第一章第三節第二項 4．を参照されたい。 
172 ）高橋水右衛門数隆著、第 55回日本泳法研究会資料『小池流泅道』p.3、2008 年 3月 
173 ）同上書 






















よう。まず、表 14 に和歌山の系譜を示した。 
 
表 14 小池流 紀州 和歌山の系譜178) 
歴代師範 出来事 出典 
初代 小池久兵衛成行 生国駿河。1619 年徳川頼宣公が駿河より紀




2 代 小池仁右衛門重行 成行惣領。生国紀伊。1659 年 6 月御水主と
して召し抱えられた。（1719年 10月 25日没） 
『小 池 流泅
道』p.9  
3 代 小池仁右衛門勝信 重行惣領。生国紀伊。1719 年 10月 26 日御




                                                  
175 ）田丸水練場は、加藤新五右衛門良房が天明 6 年（1786）に藩主久野輝純の命により
水泳指導を始めた際に開いた水練場である。 
176 ）加藤石雄、オヨギ専門誌『水の音』、1932 年、『小池流泅道』、前掲書 172）収録 




4 代 小池水右衛門房長 勝信惣領。生国紀伊。紀州藩 8 世の重倫公に
水芸を指南し、その技術特に優秀なる故をも
って「水右衛門」の名跡を賜る。（1798 年 6
月 20 日没179) 
『小 池 流泅
道』pp.9-10 
5 代 小池水右衛門友信 房長養子。生国紀伊。（1838 年 4月 12 日没） 『小 池 流泅
道』p.10 
6 代 小池水右衛門友正 生国紀伊。1821 年 9月 23 日木村平衛門次男、
楠之丞、友信の婿養子となる。（1862 年 12
月 8 日没） 
『小 池 流泅
道』pp.10-11 
7 代 小池水右衛門敬信 友正惣領。生国紀伊。廃藩まで水芸指南をす
る。1879 年 7月 27 日没） 
『小 池 流泅
道』p.11  
8 代 小池恒之助 敬信惣領。生国紀伊。明治初年小池水泳場を
復活したが、若くして死去。（1887 年 10月 8
日没）その後、敬信の高弟、白井胤雄がこれ
を継承して 1882 年頃より約 20 年教授した。 
『小 池 流泅
道』p.11 
9 代 小池長之助 恒之助の甥。生国紀伊。小池本家の養子とな




10 代 加藤石雄 
（泅号名：摩訶蛙） 
勢州田丸に小池流を伝承した加藤良房の玄
孫。1915 年 9月奥義皆伝を受ける。1929 年
11月小池流外城田派 2 代を継ぐ。1931 年に
長之助より師範を継承した。数々の著書を出


















                                                  




表 15 小池流 勢州 田丸の系譜180) 
歴代師範 出来事 出典 
初代 加藤新五右衛門良房 1785 年田丸城主の家老職、加藤新五右衛門為
次の婿養子として紀州から迎えられた。生国紀
伊。房長（和歌山第 4 代）の高弟。1786 年か
ら 1803 年までの 17 年間教授した。（1805 年
5月 7 日没） 
『小池流泅
道』p.12 
2 代 金森仲長興 金森家 6 世、久野家の家老職として田丸城主
久野丹波守に仕えた。1804～1830 年の間、加
藤良房より師範を譲られ教授した。（1865 年 2
月 15 日没） 
『小池流泅
道』p.13 
3 代 二俣太郎右衛門照親 良房の甥。1830～1840 年の 10 年間教授した。
（1845 年 8月 14 日没） 
『小池流泅
道』p.13 
4 代 吉村権右衛門 1845～1854 年教授した。 『小池流泅
道』p.13 
5 代 森猶左衛門朝由 1855～1860 年教授した。 『小池流泅
道』p.13 
6 代 蘆澤八次郎敬正 1861～1863 年に師範となったが、1869 年（明
治 2 年）、維新による廃藩の為退職。1874 年、
加藤竹雄（外城田派初代）らの道場復興に迎え




7 代 小林記三幸光 1876～1902 年まで幹事を、1903～1909 年ま
で主幹を、1916～1928 年まで師範を務めた。
（1941 年 4月 9 日没） 
『小池流泅
道』pp.13-14 
8 代 浦田一雄 7 代小林記三を補佐し、11 年間幹事として指
導に当たった。1929～1950 年まで師範を務め
た。（1967 年 5月 26 日没） 
『小池流泅
道』p.13 
9 代 小林幸生 7 代小林記三の孫。幼少の時から祖父より小池




 表 14、表 15 から分かるように、田丸の初代加藤新五右衛門良房は、和歌山の第 4 代房
長の高弟である。良房は、田丸へ移った後、田丸城主 6 世久野近江守輝純の命により、1786
年から城下を流れる外城田川において久野家の家臣子弟に泳ぎを教授した181)。この時使用
                                                  





幅 16m・深さ 2m程度のところであった。初心者の指導には、捨て湯から 30mほど下の浅
い石畳の場所が使用された182)。この水練場が、「田丸水練場」である。田丸の小池流は、藩





 田丸の小池流は、第 9 代を最後に師範の継承がなされていない。現在は、田丸正文氏を
中心とした「小池流保存会」が継承している。最後に、名古屋の系譜を表 16 に示した。 
 
表 16 小池流 名古屋 外城田派の系譜185) 
歴代師範 出来事 出典 
初代 加藤竹雄 田丸城主久野家の家老、加藤三郎五郎成次の
長男。1865 年藩営田丸水練場で第 5 代師範森
猶左衛門朝由に就き、泳ぎの修行を始めた。
1919 年 4 月 28 日、「外城田派小池流」を創
唱。（1929 年 11月 10 日没） 
『小池流泅
道』pp.14-15 
2 代 加藤石雄 和歌山第 10 代師範。 『小池流泅
道』p.15 
 
 外城田派小池流の初代師範は加藤竹雄である。加藤竹雄は、1865 年から田丸の第 5 代師










                                                  
182 ）加藤正文、前掲書 172）、p.12 
183 ）同上書、p.25 
184 ）『小池流泅道』、前掲書 172）、p.5 
185 ）同上書、pp.14-15 















 『日本泳法 50 年史』によると、小池流の泳法は、「元和 5（1619）年徳川頼宣が駿河（静
岡県）より紀州（和歌山県）へ入国したとき、船手奉行竹本丹後配下の水軍の士として従
った小池九兵衛成行を流祖とし、蛙足平泳ぎを基本としている187)。」と述べられている。紀








 小池流の泳法は、7門 48 法に分かれている190)。時代の流れとともに、さらに細かく分化、
変化を遂げた泳法も存在しているが、48 法を修めればほぼどのような変化游泳にも対応で







                                                  
187 ）『日本泳法大会 50 年史』、前掲書 10）、p.8 


















1．平游門 平游 平游 平泳 平泳ぎ 






























6．手泅門 伝馬    










































 次に、1900 年代の目録を示した。（表 18 参照） 
 
表 18 小池流泳法 7門 48 法（1900 年代） 
 小池流外城田派泅
道技術教範 大正












































































































































































































 次に、表 19 に現在の小池流泳法 7門 48 法を示した。 
 
表 19 小池流泳法 7門 48 法（現在） 
 泳法 
1．平游門 平游正体 片手游 斜游 亀游 仰游 差手游 手足搦 手搦 《平游略体》 
2．抜臂門 抜臂正体 二ツ掻游 片抜臂伸 片抜二段 二連抜 片抜二段伸 盲二連 抜
臂背伸 
3．立游門 立游正体 鰡飛 二ツ掻 掻分 鴎 雄抜 《諸抜手》 
4．底泳門 底泳正体 底泳一段 掻分泳 上底 盲泳 
5．捨身門 捨身正体 達磨 捨身裏 流木 流木裏 略禅定 本禅定 鴎浮 《蛙浮》 
6．手泅門 手泅正体＜伝馬＞ 前片足鴎 後足鴎 後片足鴎 《巴》《木の葉返し》《夏の
山路》 
7．飛込門 飛込正体 顚倒込 後顚倒 枯木倒 横枯木 鯱落 鯱顚倒 蟋蟀 
 
 現在、小池流泳法は、練習場の区別なく表 13 に示した目録が用いられている。1900 年
代に幾度も改訂を経た名古屋外城田派の目録と非常に似通っている。その他の部門は撤廃





































                                                  







































                                                  


















































































































                                                  






































                                                                                                                                                  

































                                                  
199 ）今村嘉雄,小笠原清信,岸野雄三編『日本武道全集第 4巻－砲術・水術・忍術－』人物
往来社、p.247、1966 年 9月 
200 ）同上書、p.246、前掲書 10）、p.7、那須賢二『第 58回日本泳法研究会資料岩倉流』
北斗プリント社、p.17、2009 年 3月 21 日 
201 ）那須賢二『岩倉流－伝承 300 年のあゆみ－』伊勢新聞社：三重県、p.53、2010 年 9
月 
202 ）「加藤石雄が瀬尾謙一に宛てた書簡」1956 年 5月 9 日付、那須賢二『第 58回日本泳

































                                                  
203 ）那須賢二、前掲書 201）、p.55 
204 ）日本水泳連盟が主催して年に 1度開かれている日本泳法の研究会。既に 61回以上実
施され、現在も続けられている。 
205 ）矢田謙一郎『最新模範水泳術』文潮社、p.52、1912 年 
206 ）松波治郎、前掲書 163）p.112 



































                                                  
208 ）瀬尾謙一、前掲書 17）、pp.73-74 
209 ）熊本県体育協会編『肥後武道史』熊本県体育協会、p.172、1940 年 
210 ）那須賢二、前掲書 201）、p.64 
211 ）同上書 



















でなく、はっきりとは分からない。しかし、川上家へと藩命が下された日時は 1771 年 8月
10 日であり、この時、水芸指南役が川上家に移され、岩倉流の 4 代師範も川上伝之丞直信
となった。伝之丞直信は藩士の水芸指南に精を出したのを認められ役も進み独礼の加増も
あった218)。そして、伝之丞の養子であった川上勝次郎直延がその跡目を継いで第 5 代岩倉
流師範となった。1806 年に直延没後、第 6 代川上伝五右衛門藤原直政が水芸指南を継いだ。








                                                  
213 ）『日本武道全集第 4巻－砲術・水術・忍術－』、前掲書 199）、p.247 
214 ）石川芳雄、前掲書 5）、p.163 
215 ）白山源三郎、前掲書 14）、p.183 
216 ）『日本武道全集第 4巻－砲術・水術・忍術－』、前掲書 199）、p.247 
217 ）石川芳雄、前掲書 5）、p.164 
218 ）『日本武道全集第 4巻－砲術・水術・忍術－』、前掲書 199）、p.247 
219 ）白山源三郎、前掲書 14）、p.183 
220 ）『日本武道全集第 4巻－砲術・水術・忍術－』、前掲書 199）、p.248 















門人の湯川公美に送り、再び宗家伝承が開始された223)。そして、1957 年に至り、第 9 代湯
川公美から岩倉流 10代は湯川節雄へと譲られた。湯川家は、戦後の混乱の時期においても、
水泳指導を精力的に行い、2001 年に第 10 代湯川節雄からその孫である湯川達也へ第 11 代
宗家の継承がなされた。しかし、翌 2002 年 1月 14 日、湯川節雄の高齢と第 11 代を継承し
た湯川達也の仕事都合の理由から、那須賢二へと宗家が移された。現在、第 12 代を那須賢
二が継承している224)。表 20 に岩倉流の歴代師範を示した。 
 
表 20 岩倉流歴代師範225) 
世代 師範名 内容 出典 
初代 岩倉郷助重昌 1710 年、諸士水芸の世話を仰せ付けられ




第 2 代 岩倉郷助安員（郷十
郎） 
重昌惣領。1724 年 5月、重昌隠居につき




料 岩 倉 流 』
pp.7-8 








                                                  
222 ）日本游泳同志会「雜爼 名家談片 浅井清五郎氏」『游泳雑誌』第 4号、p.36、1910
年 7月 
223 ）白山源三郎、前掲書 14）、p.184 
224 ）那須賢二、前掲書 201）、p.143 
225 ）石川芳雄、前掲書 5）、pp.160-164、同上書、pp.7-13、 
103 
 
伝之丞に譲る。1796 年 5月 18 日没。 
第 4 代 川上伝五右衛門直
信（伝之丞） 
1771 年 8月 10 日、弟子水芸指南を仰せ
付けられる。1793 年 2月晦日没。 
『第 58回日本
泳法研究会資
料 岩 倉 流 』
pp.9-10 
第 5 代 川上喜左衛門直延
（勝次郎） 
1793 年 4月 24 日、4 代伝五衛門の跡を
継ぐ。1842 年 6月 17 日、惣領直政に水
芸指南を仰せ付け、指南御免となる。
1851 年 8月 25 日没。 
『第 58回日本
泳法研究会資
料 岩 倉 流 』
pp.10-11 
第 6 代 川上伝五右衛門直
政（伝之丞） 
1842 年 6月 17 日、5 代直延より水芸指













第 8 代 川上伝之丞 1900 年、父直幸の死去に伴い宗家を継承
する。1918 年、大日本武徳会より游泳術
教士、翌 1919 年には游泳術範士の称号
を得る。1941 年 10月 16 日没。 
『第 58回日本
泳法研究会資
料 岩 倉 流 』
pp.11-12 
第 9 代 湯川公美 1927 年、大日本武徳会より游泳術教士の
称号を得る。1979 年 6月 23 日、川上伝
之丞の嗣子川上弘から宗家認証書を送ら




第 10 代 湯川節雄 1957 年 8月、9 代公美死去のため、岩倉
流宗家を継承する。1965 年 4月 14 日、
岩倉流が和歌山県無形文化財に指定され
る。2003 年 8月 8 日没。 
『第 58回日本
泳法研究会資
料 岩 倉 流 』
pp.12-13 
第 11 代 湯川達也 1994 年、10 代節雄高齢のため、第 11 代
継承を公示。2001 年に第 11 代継承を披





第 12 代 那須賢二 1993 年、日本水泳連盟日本泳法範士の資





















 『第 58回日本泳法研究会資料岩倉流』によると、岩倉流の泳法は、大きく分けて 6種類
ある226)。代表泳法を種類別に表 21 に示した。 
 
表 21 岩倉流泳法 

















 次に、個々の技術内容についてみていこう。まず、水上術を表 22 に示した。 
 
                                                  
226 ）那須賢二『第 58回日本泳法研究会資料岩倉流』北斗プリント社、p.63、2009 年 3


























































































































































































































































































































































































































 表 25 に飛込術を示した。 
 
表 25 岩倉流泳法（飛込術） 



































表 26 岩倉流泳法（水入術） 














 表 27 に其の他の泳法を示した。 
 
表 27 岩倉流泳法（其の他） 
泳法 游ぎ方 出典 




































































































































                                                  
227 ）野島小次郎の父が藤原秀時だと伝えられている。参考：中尾保『游泳術教科書』大
阪毎日新聞社発行：大阪、p.9、1923 年 7月、『日本武道全集第 4巻－砲術・水術・忍術－』、
前掲書 199）、p.245 
228 ）石川芳雄、前掲書 5）、p.142 
229 ）『日本武道全集第 4巻－砲術・水術・忍術－』、前掲書 199）、p.244 
230 ）多田一郎著『能島流游泳術』多田一郎発行：和歌山、p.3、1903 年 6月、 
231 ）中尾保『游泳術教科書』大阪毎日新聞社発行：大阪、pp.8-9、1923 年 7月 




















術指導を続け、明治 5 年（1872 年）には兵学寮に出仕し、翌年には教導団水泳師範となり、






寺水練学校が設立されたのは、1906（明治 39）年である。設立当時は、小池流 6 代友信の
高弟、井上康治が水術指導をしていたが、1908（明治 41）年に至ってここに多田一郎が顧
問として招かれた。そして、その後も指導を続けたことで浜寺水練学校では、現在も能島




                                                  
233 ）多田一郎、前掲書 230）、p.3 
234 ）中尾保、前掲書 231）、p.9 
235 ）『日本武道全集第 4巻－砲術・水術・忍術－』、前掲書 199）、p.245 
236 ）白山源三郎、前掲書 14）、p.116 
237 ）多田一郎、前掲書 230）、p.4 














































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                  
243 ）多田一郎、前掲書 230）、p.14 
244 ）同上書、p.15 
245 ）多田一郎、前掲書 230）、pp.23-24 
246 ）同上書、pp.26-27 
































 『日本泳法大会 50 年史』には、次のようにある。 
観海流の開祖宮発太郎信徳（武州忍藩の浪士）は、諸国遊歴中に水練の技を修
                                                  
248 ）山田謙夫監修『観海流の伝承とあゆみ』伊勢新聞社、p.33、2008 年 3月 
249 ）明治 9 年土井有恪及び中内惇が文部省に提出した「旧津藩学校沿革」も、観海流採
用を「嘉永六年癸酉五月」と記している。参考：竹林正美「津藩の水練教育と観海流」愛
知文教大学論叢第 2巻、p.111-129、1999 年 
250 ）『日本武道全集第 4巻－砲術・水術・忍術－』前掲書 199）、p.241 
































                                                  
252 ）『日本泳法大会 50 年史』、前掲書 10）、p.8 
253 ）『日本武道全集第 4巻－砲術・水術・忍術－』、前掲書 199）、p.241、山田謙夫、前
掲書 248）、p.34、白山源三郎、前掲書 14）、p.83 




257 ）『日本武道全集第 4巻－砲術・水術・忍術－』、前掲書 199）、p.241 







に関わる部分のみを抜粋した観海流の略年表を表 29 に示した。 
 
表 29 観海流略年表（『観海流の伝承とあゆみ』pp.169-189 より一部抜粋） 
年代 月 出来事 
1852 年  流祖宮発太郎が津藩を訪れる。 
1853 年 5月 観海流泅水術が藩校武術教科の 1 つに採用される。 
1856 年 8月 30 日 山田省助（初代）が 7 里長泳免許皆伝、ならびに泅水免許を受
ける。 
1870 年 5月 山田省助（初代）及び種村順次郎が泅水教師となる。阿漕浦で
泅水術を藩士に教授する。 
1871 年  藩政改革により、阿漕浦の水練が中断する。 
1878 年  山田省助（初代）が三重県当局の許可を得て、泅水道場を阿漕
浦に再興する。 
1890 年 6月 三重県尋常中学校は、観海流の水泳訓練を実施した。 




1892 年 8月 29 日 山田羆之進（2 代）が観海流奥伝免許（第４号）を受ける。 
1895 年 夏 京都府尋常師範学校の附属小学校有志児童十数名が、津市贄浜
で観海流泅水術の水泳訓練を受ける。 
1896 年 3月 山田羆之進（2 代）が北海道に移住する。 
7月 15 日 この日から 2 週間、京都府尋常師範学校が正式な学校行事とし
て、初めて阿曽浦で水泳練習を実施。 
7月 26 日 この日から 3週間、京都一中の有志生徒 29名が津市贄浜で水泳
練習を実施。 
1897 年 7月 山田羆之進（2 代）が、札幌区創成高等小学校の希望児童に観海
流を指導する。 
1900 年 10月 5 日 山田省助（初代）が北海道へ移住する。 




1909 年 8月 30 日 山田慶介（3 代）が観海流奥伝免許を受ける。 
1914 年 7月 山田羆之進（2 代）が北海道より津へ帰る。 
1915 年 11月 28 日 山田羆之進（2 代）死去。嗣子山田慶介が 3 代目家元を継承する。 
1930 年 11月 3 日 日本游泳連盟に観海流も参加する。 
1939 年 6月 1 日 「観海流本部規約」が施行される。 
 京都一中に観海流泅水同好会が発足する。 
1948 年 2月 1 日 戦後初の観海流寒中水泳大会が岩田川で実施される。 
夏 観海流道場が再開。 
1955 年 8月 1 日 観海流の水練学校が阿漕浦で開かれる。 
1957 年 6月 10 日 観海流山田慶介（3 代）が、津市の無形文化財に指定される。 








1900 年に 2 代山田羆之進が北海道へ移住し、それに続いて初代省助もが北海道へ移ったこ
とで、三重県の観海流は家元不在となった。この時期には、門弟たちの要請もあり、夏に
は北海道から三重県津市の観海流道場に帰り、泳法の指導と道場の運営を行っていた260)。
そして、1915 年、羆之進が亡くなり、山田慶介が第 3 代を継承した。山田慶介は、日本游
泳連盟（現日本水泳連盟）に加盟するなど、観海流伝承に大きく貢献し、1957 年には津市











                                                  

































































































































































































































































































































































































































































































































































 跳 び 込 み






















































































































































                                                  
263 ）石川芳雄、前掲書 5）、p.253 
264 ）荷見守文『水戸藩に於ける水府流の沿革』荷見守文：東京、pp.46-47、1936 年 10
月 5 日 
265 ）『日本泳法大会 50 年史』、前掲書 10）、p.9 
266 ）水戸市指定無形文化財水府流水術保持団体『水府流水術協会』荒川汪：水戸市、p.1、



































                                                  
267 ）『水府流水術協会』、前掲書 266）、p.2 
268 ）石川芳雄、前掲書 5）、p.255 
269 ）『日本武道全集第 4巻－砲術・水術・忍術－』、前掲書 199）、p.372 




















 つまり、上町泳ぎは、正広の時代に発祥したのである。正広は、1739 年 12 月 30 日に
61 歳で死去していることから 1678 年生まれである。正広が何歳のときに熨斗泳ぎを独自
に考案したのかは定かではないが、孫右衛門が那珂川に島村孫右衛門が那珂川に稽古場を












                                                  
271 ）高橋雄治、前掲書 15）、p.9 
272 ）荷見守文、前掲書 264）、p.49 
273 ）石川芳雄、前掲書 5）、p.257 


































                                                  
275 ）荷見守文、前掲書 264）、p.50  
276 ）同上書、p.51 
277 ）同上書、p.54 
278 ）石川芳雄、前掲書 5）、p.272 
279 ）荷見守文、前掲書 264）、p.54 




























































りとした動きが特徴とされる。水府流水術の代表的な泳法を表 31 に示した。 
 
表 31 水府流水術 
体位 泳法 およぎ方 出典 













                                                  















































































































































                                                  



































た。流儀としての形が整えられたのは 8 代将軍吉宗の頃、6 代向井将監正直に依ると言われ
                                                  
288 ）竹原栄『増補改訂向井流水法』向井流水法会：北海道、p.13、1991 年 1月 1 日 
289 ）同上書、pp.17-18 












から 200 年以上を経て初めて水術の流儀が整えられたのである。 
 以上のように、向井流は、1582 年向井兵庫介正綱が徳川家康に招かれて徳川水軍を構成
したことがきっかけとなって江戸で発祥し、水術の流儀が整えられたのは 200 年以上経過















 3 代を継承したのは、忠勝の二男向井右衛門佐直宗であった。しかし、直宗は 1641 年に
3 代を継承してから僅か 3 年で死去し、4 代向井将監正方に宗家が移された。正方は、2 代
忠勝の五男である。3 代直宗が死去し、御召船手奉行の役を継ぐことを命じられた。水主同
心 100人を支配するまでになったが、1674 年、没した。5 代を継承したのは、向井将監正
盛である。正盛は正方の長男で、1674 年に 5 代を継承してから 1699 年 11月職を辞するま
                                                  
291 ）『日本泳法大会 50 年史』、前掲書 10）、p.9 






































                                                  
296 ）竹原栄、前掲書 288）、p.20 
297 ）同上書、p.23 
298 ）同上書、pp.25-26 
299 ）白山源三郎、前掲書 14）、p.177 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































習得が求められていた。向井流の飛込法を表 35 に示した。 
 
                                                  
305 ）同上書、p.156 



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                  
310 ）石川芳雄、前掲書 5）、p.213 
311 ）今村嘉雄・宮畑虎彦『新修体育大辞典』不昧堂出版：東京、p.320、1976 年 
312 ）綿谷雪・山田忠史『武芸流派大事典』東京コピー出版、p.202、1978 年 




































                                                  
314 ）第一章第二節第一項 2．山内流参照のこと。 














第一節  水府流太田派 



















                                                  
316 ）竹原栄『水府流太田派游泳術』p.1、1981 年 1月 1 日、白山源三郎『図説日本泳法
－12 流派の秘法－』日貿出版：東京、p.58、1975 年 5月 25 日、石川芳雄『日本水泳史』
米山弘：大阪、p.310、1960 年 7月 10 日 





















 その他、水府流太田派に関する各資料をみても、太田捨蔵の生年については 1825 年と
1831 年の 2 通りの説がある。『日本水泳史』『図説日本泳法－12 流派の秘法－』『第 29 回










第二項  水府流太田派の展開 
以上のように、水府流太田派は、水府流太田教場で太田捨蔵が水術を教授したことが始
まりであった。明治 26 年（1893 年）頃には、太田教場だけでなく隅田川筋各所に教場が
                                                  
318 ）竹原栄、前掲書 316）、p.1 






れらの泳法は、「大日本游泳術」と称された322)。明治 25 年（1892 年）に没するまで、太田
捨蔵の泳法創案への努力は続けられたようである。 




日継承した323)。」と、水府流太田派の 2 代目師範は岡崎内膳、3 代目師範は高橋雄治であっ
たされている。 





明治 33 年（1900 年）、造士会は松輪に隣接する神奈川県三浦郡宮田の金田湾に第二水泳
場を増設した。この水泳場には、東京高等師範付属中学校の生徒が教官数名に引率されて
大勢参加したという326)。この水泳場は、付属中が房州富浦に独自の水泳場を開設するまで








                                                  
320 ）水府流太田派連絡会資料編集委員会『第 39回日本泳法研究会資料 水府流太田派』
水府流太田派連絡会：東京、p.5、1990 年 3月 17 日 
321 ）『第 39回日本泳法研究会資料 水府流太田派』、前掲書 320）、p.5 
322 ）同上書 
323 ）竹原栄、前掲書 316）、p.2 






































表にされているので、転載する（表 37 参照）。 
 
                                                  






表 37 水府流太田派游泳種目 

































































































































































































   一重伸（正体）  一重伸略体 
   二重伸      二重伸略体 
   継手伸 
   抜手伸 
   諸手伸 
   片抜手一重伸 
   片抜手二重伸 
                                                  




   両輪伸 
   平伸 
   大抜手 
   早抜手 
   小抜手 
   諸抜手 
三、立体游方 
   扇足立游 
   踏足立游 
   重量支持・水書・水画・水弓等 
四、潜水 
   水中羽交伸（水中両輪伸） 
   水中諸手伸 
   水中平伸 
   水底蹴伸 
五、跳込法 
   平跳 
   直跳 
   逆跳 
   逆下 














                                                  




































                                                  
336 ）高橋雄治、前掲書 335）、p.70 











表 38 水府流太田派泳法 
体位 泳法 およぎ方 出典 






























                                                  









































































































































































































































































































































































































































                                                  
340 ）石川芳雄、前掲書 319）、pp.313-314 
341 ）真田久・椿本昇三・高木英樹「嘉納治五郎主導による水術の再編に関する研究」体
育学研究第 52巻第 4号、pp.315-329、2007 年 7月 
342 ）山本徳郎・杉山重利監修『多様な身体への目覚め』真田久「大学での体育・スポー
ツ史料室を用いた教育と研究の展開—高師泳法と金栗四三選手後援会—」アイオーエム、
p.187、 2006 年 






















 具体的な游泳教目は、第一水泳場と第二水泳場ともに、1900 年から 1902 年までは同一
の『日本游泳術』の游泳教目であったとされている。1903 年には、第一水泳場の游泳教目
が改められた。真田は、この改正で游泳教目に小堀流や神伝流、観海流などの水府流太田










                                                  
344 ）長谷川武『大日本游泳術』日報通信印刷、pp.74-75、1990 年 
345 ）真田久・椿本昇三・高木英樹「嘉納治五郎主導による水術の再編に関する研究」体













第 4 号、2007 年 7 月、p.319より転載 
 





























































範学校出版、pp.400-401、1931 年 10月 
349 ）『東京高等師範学校沿革略志』、前掲書 347）、p.61 








 6 月に、游泳部の活動が開始され、7 月 10 日には小堀流の小堀平七による教授が開始さ
れた。この年の游泳練習は 2 週間にわたって行われたことが分かる。そして、その翌年の
1903（明治 36）年には、水泳練習は 2週間から 2 か月に延長された。師範は神伝流の上田
征爾に変わり、3 里遠泳を 6 回実施、18 名完泳したことが『茗水百年史』に述べられてい





















                                                  
351 ）東京高等師範学校校友会編『校友会誌 2』p.124、1902 年、前掲書 345）、p.320収
録 
352 ）真田久「東京高等師範・東京文理科大学期の茗水の外観」茗水会『茗水百年史』p.3、
平成 14 年 11月 3 日 
353 ）『東京高等師範学校沿革略志』、前掲書 347）、p.320 
354 ）東京高等師範学校校友会編『本校創立四十年記念校友会発展史』p.152、1911 年、
前掲書 345）、p.320収録 




































                                                  
356 ）校友会游泳部編『游泳教授要目』1913 年、前掲書 345）、p.322収録 
357 ）『游泳教授要目』、前掲書 356） 























は年々増え、1911 年以降は 10 校前後の学校が東京高師游泳部の学生による水泳指導を受
けていたとされる365)。さらに、嘉納は文部省にも、高師泳法を認識させるために働きかけ
た。1916 年には、8 月 1 日から 14 日までの 2 週間に渡って、文部省主催の水泳講習会が






                                                  
359 ）真田久、前掲書 352） 
360 ）同上書 
361 ）同上書 
362 ）真田久、前掲書 345）、p.321 
363 ）東京高等師範学校校友会編『校友会誌 11』pp.12-13、1906 年、同上書 p.323収録 
364 ）同上書 
365 ）同上書、pp.323-324  















て確立されるに至った367)。表 41 は、真田が作成した「1913 年の高師泳法の教目とそれに
類する他流派教目368)」である。表 42 には、高師泳法の各級基準を示した。 
 
表 41 1913 年の高師泳法の教目とそれに類する他流派教目 
 高師泳法教目名 ほぼ同等の他の流派の教目名 
第一游法 扇横游 真泳法（神伝流）、一重伸略体第一種（水府流太田派） 
第二游法 扇平游 草泳法（神伝流）、両輪伸（水府流太田派）、身泳（向
井流） 
第三游法 扇横游一段 二段伸（神伝流）、一重伸（水府流太田派） 
第四游法 扇横游二段 三段伸（神伝流）、二重伸（水府流太田派） 
第五游法 片抜手扇横游一段 片抜手（水府流太田派） 
第六游法 互抜手扇平游 片手抜（神伝流）、大抜手（水府流太田派） 
第七游法 立泳 踏水流（小堀流） 
潜水法 片蹴潜、蹴潜  
 水中での扇平游 水中羽交伸（神伝流）、水中両輪伸（水府流太田派） 
跳込 逆跳 翡翠（神伝流）、逆跳（水府流太田派） 
 直跳 直跳（水府流太田派）、岩跳（神伝流）、順下（向井流） 
 平跳 逆下（向井流） 
応用 片抜手扇横游二段 片抜手一重伸（水府流太田派） 
 早抜手  
 蛙平泳 蛙足平泳（観海流） 
 諸手横游 諸手伸（神伝流）、諸手伸（水府流太田派） 
                                                  















真田久・椿本昇三・高木英樹「嘉納治五郎主導による水術の再編に関する研究」体育学研究第 52 巻第 4
号、2007 年 7 月、p.323 より転載 
 












 次に、階級をみると、階級は 5級から 1級の 5段階が設けられていた。この階級表 42 の
2級に合格すると水泳指導の資格が授与される。第一章で述べてきたように、日本泳法各流
派における教師または師範に相当する階級に至るためには、非常に長時間を要し、泳力も
申し分ないほどに熟達しなければならない。しかし、高師泳法の 2 級では、潜水は約 27m




                                                  







































                                                  



































                                                  





































 このことから、壮丁の水泳訓練は 5 日間実施されていたことが分かる。練習内容は、水
に浮くことから始まり、最終的には横泳、平泳、飛込の泳法習得が求められている。それ
ぞれの泳法について、『壮丁皆泳讀本』には、次のように述べられていた。 
                                                  





































                                                  





































                                                  
380 ）佐々木親美（写）大分游泳協會清記流伝書『游意漫録』p.6、1993 年 



































                                                  
382 ）第一章第二節第一項 2．山内流参照のこと。 
383 ）和田浩治『豊後国清記流』p.9、 2006 年、前掲書 380）、pp.7-8 





































                                                  
387 ）大分游泳協会『60周年記念誌 水心一如』大分游泳協会事務局、大分、p.17、1987
年 
388 ）美術日報社『書道名鑑』美術日報出版部、p.542、1928 年 
389 ）『60周年記念誌 水心一如』、前掲書 387）、p.18 


















 戦後 1947（昭和 22）年に至り、金池小学校にて協会規約が作成され、戦争で一時中断し
ていた活動が再開されることとなった。この年から新川にて夏期游泳教室が開講されるよ
                                                  
























































年（昭和 36 年）には、8月 15 日と 16 日の 2回遠泳が実施され、その参加人数は合計 20
















                                                  























料 3 参照） 
 















                                                  
399 ）『游意漫録』、前掲書 380）、p.15 
400 ）佐々木親美（写）大分游泳協會清記流伝書『およぎ－初歩より高等科まで－』pp.1-4、


















































































































                                                  
401 ）『およぎ－初歩より高等科まで－』、前掲書 400）、pp.3-4 



































                                                  
403 ）早抜手とは、跛抜手のことである。参考：『およぎ－初歩より高等科まで－』、前掲
書 400）、p.14 
404 ）『およぎ－初歩より高等科まで－』、前掲書 400）、p.11 












一、古泳法   真体泳法 
        行体泳法 
        草体泳法（小足・二挙動・片手抜） 
一、立泳法   煽足、踏落とし、小足 
一、秘文之事  水神祭ノ儀    水中羽交抜手ノ事  水中手足搦ノ事 
        水中伏火ノ事   水中忍打ノ事    水中息合ノ事 
        水上大弓術ノ事  水底歩行ノ事    寒水泳ノ事 

















                                                  
406 ）『豊後国清記流』、前掲書 402）、p.20 
407 ）『60周年記念誌 水心一如』、前掲書 387）、p.23 


































                                                  
409 ）『豊後国清記流』、前掲書 402）、p.10  
410 ）阿部壮次郎「日本泳法について―奥義浮寝のこと―」社団法人石門心理学会雑誌『こ
ころ』第 7巻第 1・2号、pp.40-41 
411 ）清記流百万石日泳会『第 4回総会議案書』2010 年、筆者所蔵 
















日時：2012 年 8月 23 日 12：30～14：00 約 1 時間 30 分程度 
場所：横浜国際プール 
対象：田中昭紀氏（1940 年生まれ・鎌倉在住）・平山陽一郎氏 

















1940 年生まれ。出身学校は、新竪町小学校（1947 年入学、1953 年卒業）、野田中学校（1953











1．清記流第 5 代師範阿部壮次郎について 
 まず、阿部壮次郎自身について検討するために、阿部壮次郎の人物像に関わるインタビ
ュー箇所を資料 4 に示した。 
 


















































田中氏が清記流に出会ったきっかけについて語ったインタビュー箇所を資料 5 に示した。 
 
資料 5 インタビュー逐語記録抜粋 2（筆者「」、田中昭紀氏『』） 
『でも、本当によく泳いでたね。1 年が 365 日でしょ。泳がなかったのは正月くらいで、そ
























聞いたことがきっかけであった。昭和 24 年頃から清記流の泳法を習い始め、1 年に 360 日
程度練習を行っていたとのことである。水と一体化するような感覚を身に付け、水に慣れ




の練習に出席していた門下生は 10名程度だったそうである。田中氏提供の 1965 年の阿部
壮次郎の門下生名簿によると、社会人から中学生の計 24名の練習生が掲載されている413)。
これは、阿部壮次郎が大分から金沢へ移住した 1934 年以後、阿部について学んだ全ての練
習生で、約 30 年間で 24名しか門下生として残っていないことを示しており、阿部壮次郎
の水泳講習の規模が如何に小さいものであったかを窺わせる。田中氏によると、田中氏が











                                                  
413 ）田中昭紀氏提供資料「清記流門下生名簿」1965 年 





































































































ビュー箇所を資料 7 に示した。 
 




























すよ。午前 9 時頃から午後 6 時くらいまで、内灘の海でやってました。距離にしたら 30キ
ロから 40キロくらいあったと思いますよ。流されながら泳ぐんでね、スタート地点には戻
れないんですよ。こうやって（指で半円を描くように）泳いで、ゴール地点はスタート地


























































































































































































































































































































































































































































たら、2泊 3 日の水泳合宿があったんですよ。》 





















んですが、2泊 3 日の合宿というのは？」 




「で、8月 20 日頃には毎年の恒例行事として遠泳を実施されてたんですね？」 
《はい、もう今は練習環境が海の埋め立てですっかり変わってしまったので、やれていま
せんけど、私の頃には毎年 20 日頃に遠泳してました。》 
「どのくらいの階級から遠泳にチャレンジできたんですか？」 
《游意漫録に記載の通りの階級からですね。だいたいこの内容通りに泳いでましたから。》 
「じゃあ、距離はこの游意漫録の通り、10㎞、5㎞、2㎞の 3 つだったんですか？」 
《そうです。》 
「時間はどのくらいかかりましたか？」 
《10 ㎞だと、5 時間ちょっとくらいだったと思います。5 ㎞だと 3 時間ちょっとだったか
な。》 











































































金沢：1 年で 360 日くらい泳いでいた。田中氏が金沢で泳いでいたのは小学 3 年から大学





















































































































































































































































































































































































                                                  
416 ）佐々木親美（写）大分游泳協会清記流水術伝書『およぎ 大分游泳協会－初歩より
高等科まで－』、1996 年 10月 





































                                                  
418 ）中等科の泳法は、第三章第二節第三項を参照のこと。 








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                  





































                                                  
422 ）『およぎ－初歩より高等科まで－』、前掲書 400）、p.26 
423 ）阿部壮次郎氏直筆「高等科免状」田中昭紀氏宛、1957 年夏 
250 
 




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































古泳法  眞、行、草ノ三体 
  秘文ノ事   水神祭ノ儀   水上大弓術ノ事  式泳ノ事 
水上砲術ノ事  羽交抜手ノ事   水中伏火ノ事 
水中手足搦ノ事 水馬術ノ事    遠丁泳ミノ事 
水底行歩ノ事  寒水泳ミノ事   水中組打ノ事 
水中呼吸ノ事  水活ノ事 





一、古泳法   真体泳法 
        行体泳法 
        草体泳法（小足・二挙動・片手抜） 
一、立泳法   煽足、踏落とし、小足 
一、秘文之事  水神祭ノ儀    水中羽交抜手ノ事  水中手足搦ノ事 
        水中伏火ノ事   水中忍打ノ事    水中息合ノ事 
        水上大弓術ノ事  水底歩行ノ事    寒水泳ノ事 










                                                  
424 ）「日本泳法清記流矢野派目録（流派傳承写）」、前掲書 420） 




































                                                  






























1901 年 7月 28 日から 8月 6 日にかけて、「河童小僧」なる日本人とみられる人物は 4度




年 10月 15 日 
431 ）片山巖『台湾風俗誌(完)』台北、pp.519-520、1921 年 
432 ）鄭人豪、前掲書 429）pp.44-45 
433 ）「台湾公立公学校規則」1922 年 4月 1 日 



































を実施したことが分かる。さらに、同年 9月 6 日には、淡水川において水馬術の演習が実
                                                  
435 ）「水泳談義（一）」『台湾日日新報』1901 年 7月 28 日第 4面、「水泳談義（二）」『台
湾日日新報』1901 年 8月 3 日第 5面、「水泳談義（三）」『台湾日日新報』1901 年 8月 4 日
第 7面、「水泳談義（四）」『台湾日日新報』1901 年 8月 6 日第 5面 
436 ）「水泳談義（一）」『台湾日日新報』1901 年 7月 28 日第 4面 
437 ）「水泳談義（四）」『台湾日日新報』1901 年 8月 6 日第 5面 






























 1895 年から 1906 年にかけて、台湾では、水泳を奨励する記事と小規模ではあるが水泳
練習の実施や水泳大会の実施に関する記事を見ることができる。しかし、記事の 60％以上
は水難事故ないし水泳の危険を訴える記事であった。このように、当時、安全に配慮した
                                                  
439 ）「騎馬游泳」『漢文台湾日日新報』1903 年 9月 6 日第 6面 
440 ）「淡水税關員の游泳大競争會」『台湾日日新報』1903 年 9月 16 日第 5面 
441 ）「水泳より
ママ
溺死」『台湾日日新報』1898 年 7月 30 日第 4面 
442 ）「自沈汨羅」『漢文台湾日日新報』1900 年 5月 31 日第 4面 
443 ）「古亭庄水泳の危険（法務課員の溺死）」『台湾日日新報』1903 年 7月 24 日第 5面 
444 ）「巡査練習生の溺死」『台湾日日新報』1906 年 4月 18 日第 5面 









分かる。また、1903 年 9月 16 日の「淡水税關員の游泳大競争會」の記事には、競技種目
中で立泳が実施されたことが記されており、在台日本人税関員達が日本泳法の「立泳」を
実施したものと考えられる。 









第二節  日本統治下台湾における日本泳法の導入 
『台湾体育史』によれば、1907 年は、台湾水泳史に於いて、大きな変化のみられた年で














                                                  
446 ）竹村豊俊『台湾体育史』台湾体育協会：台北、p.398、1933 年 




































                                                  
448 ）竹村豊俊、前掲書 446）、p.398 
449 ）「體育倶楽部の水泳練習」『台湾日日新報』1907 年 7月 3 日第 2面 














階級 五級 一町合格者 
   四級 五町合格者 
   三級 平泳、横泳、抜手 
   二級 平泳、横泳、抜手、立體 


















                                                  
451 ）竹村豊俊、前掲書 446）、p.399  
452 ）「體育倶楽部の水泳試驗」『台湾日日新報』1907 年 8月 2 日第 5面 






















   横體（一重伸、二重伸、片抜手） 














                                                  
454 ）「水泳開所式の模様」『台湾日日新報』1908 年 7月 7 日第 5面 




































                                                  
456 ）「遠距離試泳」『台湾日日新報』1909 年 7月 29 日第 5面 
457 ）「水泳場開場式の模様」『台湾日日新報』1909 年 7月 6 日第 5面 































                                                  
459 ）「水泳の指南(八)水泳の教目」『台湾日日新報』1911 年 7月 23 日第 7面 
460 ）津崎亥九生『游泳法と其實際』敬文館出版：東京、p.30、1914 年 












表 43 古亭庄水泳場練習教目比較 
 1909 年練習規定 1911 年練習教目 

































『台湾体育史』（p.398）及び 1911 年 7 月 23 日『台湾日日新報』第 7 面「水泳の指南(八)水泳の教目」、1911







1909 年 7月 29 日の『台湾日日新報』は、古亭町から大稻埕迄の遠泳について報じた（引
用文献 28 参照）。記事には、古亭庄水泳場練習生 44名は、2里 26丁の 3 時間以上におよ
ぶ遠泳に参加し、完泳したと述べられている。1里は約 3.92km であるから、約 9km の遠
































































表 44 古亭庄水泳場練習生の推移 
年 練習生数 教師 助手 参加資格ほか 





1908 年 190余名（開場時） 
223名（閉場時） 
3名 6名 10歳以上の少年 
1909 年 168名（開場時） 
257名（7/10現在） 
3名 記載無 10歳以上の少年 
2里 26丁遠泳 44名参加 





1911 年 160余名（開場時） 4名以上 数名 10歳以上の少年 
1912 年 135名（開場時） 5名以上 4名以上 8 月台風により施設破損、
中止 
1913 年 中止 
『台湾体育史』（pp.398-399）及び 1907年 7 月 4 日台湾日日新報第 2 面「體育倶楽部水泳部開場式」、1908
年 7 月 4 日台湾日日新報第 5 面「古亭庄水泳開場式」、1908 年 7 月 19 日台湾日日新報第 7 面「古亭庄の
水泳練習」、1909 年 7 月 6 日台湾日日新報第 5 面「水泳開場式の模様」、1909 年 7 月 17 日台湾日日新報
第 5 面「古亭庄の水泳試驗」、1910 年 7 月 5 日台湾日日新報第 5 面「水泳部開場式」、1911 年 6 月 8 日台
湾日日新報第 7 面「水泳開始期」より筆者作成 
 
以上のように、練習生は最大 330名にも及び、台湾で日本泳法を学ぶ練習生が数多くい





『台湾体育史』には 7月 7 日に古亭庄水泳場開始の後、「八月大洪水にて諸設備を烏有に歸
し遂に中止するの已むなきに至った463)」と、水泳講習会が中止を余儀なくされた旨が記さ
れている。そして、その翌年 1913 年から 1914 年の 2 年間についても、『台湾体育史』に









                                                  
463 ）竹村豊俊、前掲書 446）、p.399 
464 ）「水泳部休止」『台湾日日新報』1913 年 6月 22 日第 7面 
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第二項  基隆水泳場 
1．基隆水泳場の練習内容とその特徴 
 古亭庄水泳場で水泳講習が開始された 1907 年と時を同じくして、台北中学校は基隆水
泳場にて水泳講習を開始した。先に述べた通り、この年は水泳がベースボールやローンテ







このことから、台北中学校生徒 106名が 1907 年 7月 15 日から基隆水泳場において約 3















以上のように、1907 年に台北中学校は練習生のうち優秀な者 15名に対して 25町（約
2,725ｍ）の遠泳試験を実施し、さらに同選抜者に対し 5哩（約 8,045ｍ）遠泳を課したこ
とが分かる。すなわち、最初から徹底した遠泳練習を実施していた様子が窺える。 
翌 1908 年については、7月 23 日の『台湾日日新報』に、台北中学校の生徒約 130名中、
初段候補者 26名が 5哩長泳に臨み、中段候補者に対して 10哩（約 16,090ｍ）長泳が実施
                                                  
465 ）「中學校の水泳練習」『台湾日日新報』1907 年 7月 17 日第 5面 
466 ）「水泳練習學生の進歩」『台湾日日新報』1907 年 7月 25 日第 5面 






『台湾体育史』には、「五海里十海里」（5 海里＝約 9,260ｍ、10 海里＝約 18,520ｍ）と
記されており、『台湾日日新報』とは距離単位が異なっているが、水泳講習開始 2 年目にし
て約 8～9km にも及ぶ長泳に 26名もの参加者をみたことが分かる。 
1910 年、基隆水泳場では 7月 11 日から約 2週間に亘って台北中学校の水泳講習会が開










とが分かる。1911 年及び 1912 年の基隆水泳場における活動については、『台湾体育史』に




1911 年及び 12 年に関しては基隆水泳場での水泳講習会は実施されなかった可能性がある。 
台風による水域破壊によって古亭庄水泳場が開場されなかった 1913 年、基隆水泳場での






た遠泳についてみていこう。まず、1907 年 7 月 28 日の『台湾日日新報』には、先にも述
                                                  
468 ）「中学生の水泳」『台湾日日新報』1908 年 7月 23 日第 5面 
469 ）竹村豊俊、前掲書 446）、p.399 
470 ）「中学生の基隆水泳」『台湾日日新報』1910 年 7月 15 日発行第 5面 
471 ）「水泳練習申込」『台湾日日新報』1911 年 6月 14 日第 7面 
472 ）「水泳部の開始」『台湾日日新報』1913 年 7月 2 日第 7面 
473 ）「游泳と稽古期」『台湾日日新報』1913 年 7月 12 日第 7面 
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べた通り、台北中学校は優秀者 15名に対して 25町（約 2,725ｍ）の遠泳試験を実施し、さ
らに同選抜者に対し 5 哩（約 8,045ｍ）遠泳を課したことが報じられている（引用文献 36
参照）。この年は、基隆水泳場で水泳講習が開始された年であることから、遠泳に特化した
練習が徹底して実施されていたと思われる。翌 1908 年には、水泳講習開始 2 年目にして約
8～9km にも及ぶ長泳に 26名もの参加者をみたことが『台湾体育史』及び『台湾日日新報』
に記載されている474)475)。 
1910 年に至って、台北中学校の 100余名が基隆水泳場において、約 2週間に及ぶ水泳講
習を受けたことが報じられた（引用文献 39 参照）。ここには、基隆水泳場の泳力別の階級
編成も同時に報じられており、長距離水泳を基本としたクラス編成がなされていたことが
分かる。記事から明らかとなった泳力別の階級編成を表 45 に示した。 
 
表 45 基隆水泳場の級別編成 
階級 試験内容 
豫習生（新入会員）  
五級（甲・乙） 遠泳一町（約 109m）、潜水三間（約 5.4m） 
四級（甲・乙） 遠泳五町（約 550m）、潜水五間（約 9m） 
三級（甲・乙） 遠泳二十五町（約 2.75km）、潜水十間（約 18m） 
二級（甲・乙） 遠泳四哩（約 6.5km）、潜水十五間（約 27m） 
一級（甲・乙） 遠泳八哩（約 12.8km）、潜水二十間（約 36m） 
 





ると、約 20名程度が 5哩程度の遠泳に参加している。つまり、約 2週間の講習で、遠泳に
適した泳法を着実に習得していたといえる。1911 年及び 1912 年の基隆水泳場における活
動については、『台湾体育史』にも『台湾日日新報』にもその実施記録を確認することがで
きない。しかし、1911 年 6月 14 日の『台湾日日新報』には、古亭庄水泳場での体育倶楽
部水泳部の水泳練習に関して、「本年は中學校生徒も基隆行きを廃し矢張り古亭庄の倶楽部
水術部にて練習すべく目下交渉中」と報じられており、台北中学校が練習場所を古亭庄に
移そうとする動きが見受けられ、1911 年及び 12 年に関しては基隆水泳場での水泳講習会
は実施されなかった可能性がある。 
台風による水域破壊によって古亭庄水泳場が開場されなかった 1913 年、基隆水泳場での
                                                  
474 ）「中学生の水泳」『台湾日日新報』1908 年 7月 23 日第 5面 
475 ）竹村豊俊、前掲書 446）、p.399 
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第三節  日本統治下台湾における日本泳法の普及 
第一項  古亭庄水泳場 
1．古亭庄水泳場の再開 
 1911 年 8月、大洪水による施設破損のため閉鎖された古亭庄水泳場は、1915 年に至るま
で水泳場としては不適合であるとして閉鎖状態が続いた。1915 年、『台湾体育史』に古亭庄
の再開に関して次のように記されている478)。 




















として再開をみたのが 1916 年であり、1915 年は公募には至らなかったものの水泳練習は
実施されたということだろう。 
                                                  
476 ）「水泳部の開始」『台湾日日新報』1913 年 7月 2 日第 7面 
477 ）「游泳と稽古期」『台湾日日新報』1913 年 7月 12 日第 7面 
478 ）竹村豊俊、前掲書 446）、p.400 
479 ）同上書、p.398 
480 ）「水泳所設備」『台湾日日新報』1915 年 8月 16 日第 2面 
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般の水泳講習は、練習時間は午前 9 時から 11 時、午後 1 時から 4 時迄の 2 部制で実施され、


















                                                  
481 ）古亭庄に於ける水泳事業、『台湾教育』、台湾教育会雑誌、195号、p.35、台北、1918
年 9月 1 日 
482 ）「水泳練習開始」『台湾日日新報』1916 年 6月 29 日第 7面 
483 ）「臺北中學と夏休」『台湾日日新報』1916 年 6月 21 日第 7面 
484 ）「女子水泳部開設」『漢文台湾日日新報』1916 年 7月 2 日第 6面 
485 ）「水泳練習開始」『台湾日日新報』1 916 年 6月 29 日第 7面 


















この遠泳では、25町と 50町の 2コースが設定されたが、参加者の大半が 50町を完泳した。
また、1918 年には台北中学校が商業学校との合同練習を開始し、以降 1921 年に至るまで
毎年合同の水泳講習が実施された。 












「古亭庄に於ける水泳事業」『台湾教育』台湾教育会雑誌 195 号、pp.35-36より筆者作成 
 
『台湾教育』は、古亭庄水泳場の泳法は水府流だと述べているが、表 46 にみられるよう
                                                  
487 ）「學童と水泳」『台湾日日新報』1916 年 7月 12 日第 3面 
488 ）「臺北中學と夏休」『台湾日日新報』1916 年 6月 21 日第 7面 
489 ）竹村豊俊、前掲書 446）、p.400 
490 ）「古亭庄に於ける水泳事業」『台湾教育』台湾教育会雑誌 195号、pp.35-36、1918 年















て詳述された（表 47 参照）。 
 




四級乙 白帽の下部に赤線 1條を纏ふ 
四級甲 白帽に赤線 2條 
三級乙 白帽に赤線 3條 
三級甲 白帽に赤線 4條 
二級 白帽に赤線 5條 
一級 白帽に赤線 6條 
助手 赤帽に白線 1條 
副教師 赤帽に白線 2條 
教師 赤帽に白線 3條 
「古亭庄に於ける水泳事業」『台湾教育』台湾教育会雑誌 195 号、p.36、「水泳場の盛況」『台湾日日新報』









                                                  
491 ）「水泳場の盛況」『台湾日日新報』1916 年 7月 25 日第 2面 







1916 年は、台北中学校が 7月 13 日に、武徳会水泳部が 8月 27 日にそれぞれ水泳大会を
実施したことが報じられている493,494。それぞれの実施内容について、表 48 にまとめた。 
 









「中學校水泳大會」『台湾日日新報』1916 年 7 月 14 日第 2 面、「昨日の水泳大會」『台湾日日新報』1916





















                                                                                                                                                  
1 日 
493 ）「中學校水泳大會」『台湾日日新報』1916 年 7月 14 日第 2面 







試みた。（表 49 参照） 
 



















（8月 25 日水泳大會にて実施）496) 














                                                  
495 ）「水泳大會」『台湾日日新報』1917 年 8月 30 日第 7面 
496 ）「水泳大會開催」『台湾日日新報』1918 年 8月 22 日第 7面 
497 ）竹村豊俊、前掲書 446）、p.400 
498 ）同上書 





















































7 月 13 日第
12 日に挙行された古亭庄水泳場開場式の際、菅沼氏が模範游法として披




























月 21 日第 7






















第二項  基隆水泳場 
1．基隆水泳場における練習内容 




たことが分かる。後の報道により、台風の影響によって台北中学校の水泳練習は 7月 1 日
ではなく、2 日から開始され、練習生は約 180名に達していたことが述べられている504。





あるが、この年、基隆水泳場では、午前 8 時半から約 1 時間の練習を 2回、午後も同様に







 続く 1915 年についても、台北中学校は 7月 1 日より約 2週間、國語學校については台北










                                                  
502 ）竹村豊俊、前掲書 446）、p.399 
503 ）「兩校水泳開始」『台湾日日新報』1914 年 6月 14 日第 2面 
504 ）「中學水泳場と大會」『台湾日日新報』1914 年 7月 9 日第 7面 
505 ）「兩校水泳開始」『台湾日日新報』1914 年 6月 14 日第 2面 





この報道から、国語学校が 8月 3 日から 17 日までの 15 日間に渡って基隆水泳場で水泳
講習を実施したことが分かる。1916 年については、台北中学校練習生は、7月 2 日からの




波に逆らって進む条件の下、3哩（約 5.5ｋｍ）を 2 時間 20 分で完泳するのはかなりの
泳力を要するが、それを 107名の生徒が成し遂げたことは、年々台北中学校の水泳講習の
レベルが向上していることを窺わせる。 
1917 年には、基隆水泳場に新たな水泳講習が加わった。基隆小学校が 7月 23 日から 8
月 8 日までの 16 日間、水泳講習を実施したのである509)。この基隆小学校主催の水泳講習
の練習生は 85名であり、25町長泳ぎ合格者が 14名、50町長泳ぎ合格者が 16名にのぼっ
たと報じられている。そして、1918 年、基隆水泳場において、台湾教育会教育部の事業と
してさらに新たな取り組みが開始された。台北市内の小学校及び基隆小学校の連合臨海教













                                                  
507 ）「國學生水泳大會」『台湾日日新報』1916 年 8月 12 日第 7面 
508 ）「百七名三哩を遠泳す」『台湾日日新報』1916 年 7月 16 日第 7面 
509）「基隆小學水泳教授」『台湾日日新報』1 917 年 8月 13 日第 5面 
510 ）「水泳教授開始」『台湾日日新報』1918 年 7月 12 日第 7面 
511 ）「乾坤婆娑洋上の風を領略して 臨海教授十三日より始まる」『台湾日日新報』1920
年 7月 12 日第 5面 
512 ）竹村豊俊、前掲書 446）、p.401 
513 ）同上書 







































































第三項  水泳研究会と高師泳法 

























                                                  
517 ）竹村豊俊、前掲書 446）、p.400 
518 ）「水泳場近況」『台湾日日新報』1922 年 7月 12 日第 8面、『台湾紳士名鑑』編者出版：
台北、p.160、1937 年 
519 ）「平和な淡水街を築く可く最善を盡したいと談る新街長」『台湾日日新報』1926 年 4
月 23 日第 2面 
520 ）「臺北體育研究會」『台湾日日新報』1920 年 6月 19 日第 7面 
521 ）「教諭瀧田和三郎退隱料証書ニ對スル受領証送付ノ件（臺北師範學校長）」永久保存



































                                                  



















































 小池流、岩倉流、能島流、観海流は、関西地方に起こった流派である。小池流は 1619 年
に和歌山に起こった流派であり、小池成行を流祖としている。発祥当時は小池流ではなく、
野島流と称しており、これは現日本泳法 13 流派の能島流と同流派である。1786 年、加藤
良房が田丸で水練を開始した際、「小池流」を名乗ったことがきっかけで「小池流」と称さ




























































































































演習を行っていたと思われる。お盆の前には、遠泳が行われていた。午前 9 時～午後 6 時
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